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ヘッドライン　薬の化学の今
　以前は分子量が約 500 以下の低分子化合物が医薬品の中心となっていたが，近年オプジー
ボなどの高分子量の抗体医薬品が台頭してきている。さらに最近では，低分子と抗体の中間
の分子サイズとなる中分子医薬品や光を使った医療のための医薬品も次世代の医薬品として
注目を集めている。本テーマでは，薬に関わる化学の最新の話題について概説する。
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理論化学の分野における思考力とは 高橋義人
無機化学の分野における思考力とは 小宮山宏之
作問活動を通した有機化学分野の知識力・思考力を育てる授業 白山智佳

次号ヘッドライン 思考力を養う化学の授業，思考力が問われる
化学の問題とは？

　東京学芸大学附属国際中等教育学校は，2007 年の開校以来，国際バカロレアの
教育プログラムを導入した教育実践を行っております。生徒全体の約 40%が帰国
生徒または外国籍の生徒であり，その特性を生かして，特色ある教育を積極的に進
めています。また，2014 年より，SSH（スーパーサイエンスハイスクール）にも
指定され，国際バカロレアの趣旨に基づく理数探究活動に関する研究開発を行って
おります。SSH2 期目では，「学びの本質」を捉え，SOCIAL CHANGEをもたらす
科学技術人材の育成を目指しています。

表紙の言葉　東京学芸大学附属国際中等教育学校


